


































































































































































42 ダクタイル鉄管

5.管賠被害状況例

管路の被害状況例を以下に示す。

現在 (3月15日現在)、被害状況の全体は把

握していないが、管路の被害は主に次の所で

見られた。

①液状化地盤、軟弱地盤(埋め立て地など)

②造成地(地盤急変部)

③傾斜地(坂道など)

④護岸(海、河川)近傍(護岸のはらみ出し

に伴うもの)

⑤盛土部(盛土の崩壊などに伴うもの)

⑥構造物の取り合い部

写真11 造成地での被害例

(FC併450継手部破損)

平成7. 5 第58号

写真10 液状化した地盤での被害例

(FC件200T字管折損)

写真12 傾斜地での被害例

(FC件300折損)
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6.耐震管路について
耐震継手 (S形、 sn形)は、埋め立て地
(液状化地帯)、造成地などで多く使用され

ており、震度VII地帯にも布設されていた。

今回の地震で也、耐震継手に問題が発生し

ておらずの、 η、その有効性が実証された。

図7 S n形、 S形継手(耐震継手)の構造
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写真13 譲岸のはらみ出しに伴う被害例 (DIP件300継手離脱)
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7.おわりに
現地調査時、神戸市水道局殿、芦屋市水道

部殿、西宮市水道局殿などの関係の方々には

大変お世話になりました。紙面をお借りし厚

くお礼を申し上げます。
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写真15 構造物の取り合い部の被害例

(FC rp 200折損)

平成7. 5 第58号

写真14 盛土の崩壊に伴う被害例

(FC件450継手部抜け)
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